
科目・コース（ユニット）名： 病理学（病理学総論 II）【医学 2】 

英語名称：Pathology (Pathology basis 2) 

 

【担当責任者】千葉 英樹（基礎病理学） 

 

【連絡先】p2@fmu.ac.jp 

 

【開講年次】2 年，【学期】2 年後期，【必修／選択】必修 

【授業形態】講義／実習 

 

【概要】 

本講義・実習では、病気の原因や成立機序および肉眼・組織像を個体・臓器・組織・細胞・

分子レベルで学ぶ。入門では病気の種類、病気に関わる生理・病理現象を学ぶ。循環障害総

論では、心血管系に生じる様々な疾患について学ぶ。腫瘍総論では、腫瘍とはどのような疾

患か、どのようにして発生・進展していくのかを学ぶ。老化総論では、老化と病気の関連に

ついて学ぶ。また病理実習では、「病気の場としての組織・細胞」という視点を修得する。

神経病理学総論では、神経疾患の基礎知識を学ぶ。 

 

【学習目標】 

1） 病気の種類や病気に関わる現象を説明できる。 

2） 循環障害や腫瘍の原因や成立機序および肉眼・組織像を説明できる。 

3） 老化や神経疾患の基礎を説明できる。 
 

【教科書】 

ロビンス基礎病理学（丸善出版） 

 

【参考書】以下を参考図書とする。 

ルービン病理学（西村書店） 

解明病理学―病気のメカニズムを解く（医歯薬出版） 

ダイナミック病理学（西村書店） 

病態病理学（南山堂） 

カラーアトラス病理組織の見方と鑑別診断（医師薬出版） 

標準病理学（医学書院） 

 

【成績評価方法】 

1） 評価方法： 出席、授業態度、実習、中間・期末試験などにより総合的に判定する。 

2） 受験資格： 出席率が 3 分の 2 に満たない場合、実習スケッチ・課題が未提出あるいは

不合格の場合、授業態度が著しく不良な場合は、試験の受験を認めない。 

 

【学習上の注意事項】該当なし 



【垂直的統合授業の実施内容】 

解剖学、組織学、生理学など幅広い基礎医学をベースとして、病理学総論の授業を実施す

る。 

 

【授業スケジュール】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【担当教員】 

教員氏名 職 所属 

千葉英樹   教授 基礎病理学講座 

小林靖幸 助教 基礎病理学講座 

杉本幸太郎  札幌医科大学・准教授（非常勤医師） 

五十嵐誠治  坪井病院病理診断科・部長（非常勤医師） 

 

【医師として実務経験のある教員による授業科目】 

病理診断の医師として実務経験のある教員が実施する。 

 

その他（メッセージ等）： 

1） 病理学を理解するためには、生体の正常構造と機能を理解した上で、その異常がどう病

気に結びつくかを学ぶ必要があります。病理学が対象とする範囲は非常に広く、専門分

野を問わず医療に携わる者にとって不可欠な学問体系です。与えられた授業時間内で全

ての疾患を説明することは不可能ですので、不足分は自学自習により補って下さい。 

2） 病理実習は、学生自らが「病気の場としての臓器・組織・細胞」という視点を体感でき

る貴重な機会です。バーチャルスライドや顕微鏡によって、「この病変は何か？」、「ど

うしてこうなるのか？」等じっくりと考えて生きた知識を身につけ、不明点については

積極的に質問して下さい。なおスケッチやレポートは、必ず実習時間内に終了して提出

して下さい。合格点に達しないものは再提出になります。 

3） 病理学はその性格上、臨床医学と基礎医学との橋渡しの役割を担っています。しかし病

理学総論の開講時期には臨床講義が始まっておらず、臨床のイメージを思い浮かべるこ

とが困難な場合も多々あります。したがって、学んだ疾病の主な臨床像については、臨

床系の教科書で確認して下さい。 

4） 病理に興味のある学生は、基礎病理学講座に遠慮なく来て下さい。一緒に顕微鏡を覗い

てディスカッションすることによって、多彩な疾患について更に勉強できます。 

 
 

 

 


